SAHF 取扱説明書





2005/1/22
(文責 笠谷＠NT05-01)

(注) 動作確認したのは”S6”(SAHF6)とかかれた測器のみです。
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1.SAHFのセットアップと測定の開始
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2841.2 2909.2

2923.1 2906.5 2896.4
2847.4 2909.6 2922.3 2906.7 2895.7
2843.5 2909.8 2921.1 2904.4 2835

2844.6 2909.5 2919.4 2903.6 2894.5
2845.8 2909.2 2917.6 2902.8 2893.9
2846.9 2909.4 2916.5 2902.8 2893.3
2848 2910.1 2916.2 2903.6 2892.7
2849.2 2911.3 2916.9 2904.7 2897.4
2850.3 2912.6 2918.9 2905.8 2892.3
2851.4 2914.3 2921.3 2907 2892.




付属のRS232C通信ケーブルを使ってパソコンと接続します。保護用のNCナイロン製のカバーは取り外すことができます(右図)。ダミーコネクタを取り外してケーブルを取り付けますが、方向があるので注意してください。平たい面が本体側とケーブルにあります(右下図)ので、その面が正しい位置にくる様にケーブルを差し込んでください。SAHF側のコネクタは取り付けにくいのでピンをつぶさないように気をつけてください。
　通信はCOMポートを介して端末ソフトで行います。ソフトはWindows付属のHyper Terminalでもよいですが、Tera Termがよいでしょう。Tera Termの場合、通信の設定を書いたファイル(SAHF_SetUp.ini)があるので、それを読み込むだけで通信環境が整います。以下はTera Termの使用を前提に説明します。Tera Termを起動すると通信先を聞いてきますので、パソコンで使用するCOMポートを指定してください。普通はCOM1が割り当てられていると思いますが環境によって異なるのでうまく接続できないときはコントロールパネルでCOMポートを確認してください。接続できたら先の設定ファイルを読み込んでください。

　SAHFと通信できていれば、

h  <enter>

で使用できるコマンドの一覧が出ます。出力されるコマンド一覧は以下のようです。

----- 

COMMAND MENU

CLEAR        = memory clear

Tyy/mm/dd    = date set

Thh:mm:ss    = time set

I##S(M)      = interval set

               (## = 2,3,4,5,10,20,30sec.)

               (     1,2,3,4,5,10,20,30,60min.)

X#####       = heat pulse point set

               (##### = data number  0 = no heat pulse)

G            = go measurement

P#####,##### = read recorded data

               (##### = data number 1-26000)

Z            = test

ZP           = test heater ON 5sec.

----- 

出ない場合は何度か試してみてください。ただしプロンプトと自分がtypeした文字は表示されません。サンプリング周期はdefaultで10秒になっています。普通はこのままでよいでしょう。潜航時間を考えて適宜修正してください。その他の設定項目は日付と時間になります。メモリに余裕がないときはCLEARコマンドでメモリを消去してください。カタログ値では31775レコード記録できます。消去されると”MEMORY CLEAR”と表示されます。このときにPコマンドを使うと”/” (これはデータがないことを意味します)とだけ表示されます。内部メモリはappendしかできないので、前回のデータがあるときは消したほうが無難です。設定が終わったらGコマンドで測定を開始してください。開始すると”GO MEASUREMENT”と表示されます。しばらくすると測定されたデータが以下のように端末上へ表示されます。
-----

RECORD No.00001 05/01/20 22:46:20,23661,23648,23534,23478,23291,32998,OFF
-----
複数のデータが表示されるのを確認したらシリアルケーブルを抜き、ダミーキャップを取り付けてください。その際、本体側のランプが10秒おきに点滅しているのを確認してください。

＜付記＞

設定した過程を記録したい場合、Tera Termのlog機能を使って記録を残すようにするとよいでしょう。
＜注＞
SAHF1,2には

pa

=read all records

s

=stop measurement

のコマンドがあります。

2.SAHFからのデータ回収
　回収したSAHFは水洗いをした後、シリアルケーブルでPCと接続してください。Tera Termを起動しCOMポートと接続し設定ファイルを読み込んでください。SAHFが動いていて通信が確立されていれば測定されたデータが順次表示されるはずです。Enterキーを連続して打つと”BAD COMMANDと表示されてデータの収録がとまります。このとき、最後のデータのレコード番号を記録しておくとよいでしょう。
　データをPCに落とすには2通りの方法があります。

＜方法1＞ Tera Termのlog機能を使う

Pコマンドを用いると現在記録されているデータを順次表示させることが可能です。ただしPだけでは最初の1レコードのみしか表示できません。連続して打つことで順次データを表示することができますが実用的ではありません。そこで最後のレコード番号を使ってデータを表示させます。もし最後のレコード番号が”00100”であれば、

P1,100 <enter>
とすることで最初から最後までの全データを表示させることができます。表示させるときにTera Termのlog機能を使って表示されたデータを保存しておけば、テキストデータが出来上がります。必要に応じていらない箇所を消すなど整形してください。
＜方法2＞ IGORを使う

PA.pxpを起動し、VDTウィンドを開いてください。ウィンドを開くにはメニューバーから

ウィンドウ = VDT

または

その他 = VDT = Open VDT Window

を選択してください。ウィンドの左隅にCOMポートの番号(COM1など)が書かれていれば通信することができます。違う表示の場合はメニューから
その他 = VDT = Terminal port

で適当なポートを選択してください。Tera Termの場合と同じ操作でウィンドにデータを表示させることもできますが

マクロ = Init0

を選択してください。読み出す最初のレコード番号を聞いてくるので、適当な番号を入力してください。普通は1でよいでしょう。そうするとPAというウィンドにデータが表示されます。ただしマクロが無限ループで書かれているため、データがなくなっても延々と”/”を書き続けて止まりません。”/”が表示された時点でウィンドの左下の”Abort”を押すかメニューからマクロを終了させてください。残念ながらlogをとる機能がないのでCtr+Aで全選択した後Ctr+Cでコピーして、適当なエディターに貼り付けて保存してください。

3.生データから温度データへの変換
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　測定値は温度へ変換する必要があります。使用するソフトウェアはN88互換BASIC for Windows(以下、N88BASIC)とSAHFTE56.BASです。N88BASICを起動し、SAHFTE56.BASを読み込ませます。メニューバーから実行 = 開始でプログラムを実行することができます。実行されると別のN88BASICの実行画面に実行された内容が表示されます（左図）。入力する必要があるのは、キャリブレーションファイル名、生データのファイル名、出力される温度データ、サンプリング間隔です。キャリブレーションファイル名は、使用する測器に応じて入力してください。SAHF6であれば”S6.cst”と入力すればよいですが、これらのファイルは同一ディレクトリ(フォルダ)になければなりません。生データはSAHFから落としたデータファイルの名前です。出力されるファイル名は適当でかまいませんが、生データのファイル名に準じたほうが無難でしょう。また、各ファイルとも拡張子を必ず入力してください。出力される温度データは後の処理の兼ね合いがあるので、拡張子は”tem”としてください。サンプリング間隔はデータを取得したときのものを入力してください。この入力が終わってenterを押すと画面にデータが表示され温度データが出力されます(下図)。もし1450行に関してエラーが出たときには1360行から1430行の文字列処理関数で指定するパラメータがあっていない場合が多いので、生データと文字列処理関数のパラメータの整合性を確かめてください。多くの場合、log機能やcopy&pasteで作成したデータファイルの最初や最後の部分に不必要な箇所があることが多いです。また、IGORを使った場合、データの左側に2列分の空白が挿入されていることがあります。
　また、これらのファイルは変換プログラムの仕様で同じディレクトリにおく必要があります。出力される温度データも同じディレクトリにできます。多くの潜航を行う場合はファイルが多数できますので、潜航ごとにディレクトリを分けるなどして整理するとよいかもしれません。
＜付記＞

ここで使用したプログラムはSAHF6で使用できるものですが、SAHF1と2でも使用できる”SAHFread.bas”もあります。入力項目が多少違いますが、基本的な使い方は一緒です。ただしキャリブレーションファイルは入力した本体の番号によって”s1.cst”や”s6.cst”の様にプログラムの方で決まっていますので、キャリブレーションのファイル名が違うときには適宜renameしてください。文字列処理関数に関するエラーは、エラーの出る行番号が異なるものの、データとパラメータの指定する位置があっていないことに起因しているのは同じです。データを確かめてみてください。

4.温度データから熱流量の計算

　熱流量の計算にはIGORを用います。MHF_SAHF.pxpを起動してください。温度データを右上にあるPanel0の”データ読み込み”のボタンを押します。ファイル名を聞いてくるウィンドが開きますので、”test”のように書いてファイルを開きます。このとき拡張子を書く必要はありませんが、MHF_SAHF.pxpを開いた同じディレクトリに温度データがおかれている必要があります。(以下、続く、ホンマか)
